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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造であって、透明基板と、該透明基板上に形成
される第一金属層と、該第一金属層上に形成される絶縁層と、該絶縁層上に形成される第
二金属層と、該第二金属層上に形成される保護層とを含み、前記第一金属層と第二金属層
は電気接続され、前記絶縁層には第一金属層を露出させる第一開口が形成され、前記保護
層には第二金属層を露出させる第二開口が形成され、前記第二開口と第一開口が対応する
ように設けられることにより前記ファンアウト区域に凹部が形成され、
　前記第二金属層は絶縁層と第一金属層上に形成され、該第二金属層が前記第一開口から
露出して第一金属層と直接接触することにより、第一金属層と第二金属層との間の電気接
続を実現し、
　保護層と第二金属層上に形成される透明導電層を更に含み、
　前記第二金属層には第一開口と対応する第三開口が形成され、前記透明導電層は第二開
口、第三開口及び第一開口によって第一金属層と接触し、
　前記透明導電層に第一乃至第三開口と対応する第四開口が形成されることにより、前記
凹部の深さをより深くする狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造。
【請求項２】
　前記透明基板はガラス基板或いはプラスチック基板である請求項１に記載の狭額液晶表
示装置のファンアウト区域構造。
【請求項３】
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　前記第一金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのゲートラインが形成され、前
記第二金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのデータラインが形成される請求項
１に記載の狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造。
【請求項４】
　前記透明導電層は酸化インジウムスズで形成される請求項１に記載の狭額液晶表示装置
のファンアウト区域構造。
【請求項５】
　前記透明基板に第一槽が形成され、前記第一金属層に該第一槽と対応する第二槽が形成
されることにより前記凹部の深さをより深くし、前記第一槽と第二槽は、第一乃至第四開
口と対応するところの下方に位置する請求項１に記載の狭額液晶表示装置のファンアウト
区域構造。
【請求項６】
　前記第二金属層には第一開口と対応する第三開口が形成され、前記ファンアウト区域構
造は保護層、第二金属層、絶縁層及び第一金属層上に形成される透明導電層を更に含み、
前記第一金属層、絶縁層、第二金属層及び保護層は透明基板上に順に設けられ、前記透明
導電層が第二開口、第三開口及び第一開口によって第一金属層と接触することにより、前
記第二金属層と第一金属層を電気接続させる請求項１に記載の狭額液晶表示装置のファン
アウト区域構造。
【請求項７】
　狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造であって、透明基板と、該透明基板上に形成
される第一金属層と、該第一金属層上に形成される絶縁層と、該絶縁層上に形成される第
二金属層と、該第二金属層上に形成される保護層とを含み、前記第一金属層と第二金属層
は電気接続され、前記絶縁層には第一金属層を露出させる第一開口が形成され、前記保護
層には第二金属層を露出させる第二開口が形成され、前記第二開口と第一開口が対応する
ように設けられることにより前記ファンアウト区域に凹部が形成され、
　前記透明基板はガラス基板或いはプラスチック基板であり、
　前記第一金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのゲートラインが形成され、前
記第二金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのデータラインが形成され、
　前記第二金属層は絶縁層と第一金属層上に形成され、該第二金属層が前記第一開口から
露出して第一金属層と直接接触することにより、第一金属層と第二金属層との間の電気接
続を実現し、
　保護層と第二金属層上に形成される透明導電層を更に含み、
　前記第二金属層には第一開口と対応する第三開口が形成され、前記透明導電層は第二開
口、第三開口及び第一開口によって第一金属層と接触し、
　前記透明導電層に第一乃至第三開口と対応する第四開口が形成されることにより、前記
凹部の深さをより深くする狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造。
【請求項８】
　前記透明導電層は酸化インジウムスズで形成される請求項７に記載の狭額液晶表示装置
のファンアウト区域構造。
【請求項９】
　前記透明基板に第一槽が形成され、前記第一金属層に該第一槽と対応する第二槽が形成
されることにより前記凹部の深さをより深くし、前記第一槽と第二槽は、第一乃至第四開
口と対応するところの下方に位置する請求項７に記載の狭額液晶表示装置のファンアウト
区域構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造に関す
るものである。
【背景技術】
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【０００２】
　液晶表示装置は、本体が薄く、省エネがよく、輻射がないという利点を有しているので
、幅広く応用されている。現在売られている液晶表示装置は通常、バックライト型液晶表
示装置であり、液晶パネルとバックライトモジュール（backlight　module）を含む。液
晶表示装置の作動原理は、平行の二枚のガラス基板の間に液晶分子が存在し、二枚のガラ
ス基板に駆動電圧を印加して液晶分子の回転方向を制御することにより、バックライトモ
ジュールから出射する光線で画面を形成することである。液晶パネル本体が発光すること
ができないため、バックライトモジュールの光線を使用しなければ画像を正常に表示する
ことができない。すなわち、バックライトモジュールは液晶表示装置の重要なモジュール
である。バックライトモジュールは、光源の設置位置によってエッジ型バックライトモジ
ュールと直下型バックライトモジュールに分けられる。直下型バックライトモジュールは
、光源、例えば冷陰極蛍光管（Cold　Cathode　Fluorescent　Lamp、ＣＣＦＬ）或いは発
行ダイオード（Light　Emitting　Diode、ＬＥＤ）を液晶パネルの直下に設けることによ
り、面光源を形成して液晶パネルに提供する。エッジ型バックライトモジュールは、ＬＥ
Ｄライトバー（Lightbar）を液晶パネルの側面後方の辺縁部に設ける。ＬＥＤライトバー
から出射する光線は、導光板（Light　Guide　Plate、ＬＧＰ）の側面の入光面から導光
板内に入射し、反射と拡散を経て導光板の出光面から出射する。この後、光学フィルム組
によって面光源を形成して液晶パネルに提供する。
【０００３】
　液晶表示技術の発展に伴って、液晶表示装置の性能及び外観に対するユーザーの要求は
段々高まっており、液晶表示パネルの有効表示区域からパネルの辺縁部までの距離（狭額
程度）は段々小さくなっている。しかしながら、ポリイミド（Polyimide、ＰＩ）塗布工
程（配向膜工程）などにより、辺縁の幅を容易に狭くすることができない。従来の技術に
おいて、カーラフィルタ基板側ではフォトスペーサー（Photo　Spacer、ＰＳ）によって
ポリイミドが外部へ流れることを防止し、マトリックス基板側では周辺に堆積された二層
の金属薄膜を形成することによりポリイミドが外部へ流れることを防止したきた。これに
より辺縁の幅を狭くすることができる。しかしながら、ファンアウト（Fanout）区域（表
示区域の信号配線と駆動器が接続される部分）に複数の信号ラインを形成する必要があり
、かつ信号ライン本体が二層の金属薄膜を採用するので、ファンアウト区域に二層の金属
薄膜を堆積して段差を形成することによってポリイミドが外部へ流れることを防止するこ
とができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、少なくとも連続に設けられた第一金属層をそのまま保留し、第一金属
層以外の各層をエッチングしてしまうことにより、段差を形成し、ポリイミドが外部へ流
れることを防止することができる、狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を提供する
ことにある。これにより、狭額という目的を実現し、液晶表示パネルのきれいな見た目を
確保し、液晶表示パネルの競争力を向上させることができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した目的を実現するため、本発明は次の狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造
を提供する。該狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造は、透明基板と、該透明基板上
に形成される第一金属層と、該第一金属層上に形成される絶縁層と、該絶縁層上に形成さ
れる第二金属層と、該第二金属層上に形成される保護層とを含む。前記第一金属層と第二
金属層は電気接続され、前記絶縁層には第一金属層を露出させる第一開口が形成され、前
記保護層には第二金属層を露出させる第二開口が形成される。前記第二開口と第一開口が
対応するように設けられることにより前記ファンアウト区域に凹部が形成される。
【０００６】
　前記透明基板はガラス基板或いはプラスチック基板である。
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【０００７】
　前記第一金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのゲートラインが形成され、前
記第二金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのデータラインが形成される。
【０００８】
　前記第二金属層は絶縁層と第一金属層上に形成され、該第二金属層が前記第一開口から
露出して第一金属層と直接接触することにより、第一金属層と第二金属層との間の電気接
続を実現する。
【０００９】
　前記狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造は保護層と第二金属層上に形成される透
明導電層を更に含む。
【００１０】
　前記透明導電層は酸化インジウムスズで形成される。
【００１１】
　前記第二金属層には第一開口と対応する第三開口が形成され、前記透明導電層は第二開
口、第三開口及び第一開口によって第一金属層と接触する。
【００１２】
　前記透明導電層に第一乃至第三開口と対応する第四開口が形成されることにより、前記
凹部の深さをより深くする。
【００１３】
　前記透明基板に第一槽が形成され、前記第一金属層に該第一槽と対応する第二槽が形成
されることにより、前記凹部の深さをより深くする。前記第一槽と第二槽は、第一乃至第
四開口と対応するところの下方に位置する。
【００１４】
　前記第二金属層には第一開口と対応する第三開口が形成され、前記ファンアウト区域構
造は保護層、第二金属層、絶縁層及び第一金属層上に形成される透明導電層を更に含む。
前記第一金属層、絶縁層、第二金属層及び保護層は透明基板上に順に設けられ、前記透明
導電層が第二開口、第三開口及び第一開口によって第一金属層と接触することにより、前
記第二金属層と第一金属層を電気接続させる。
【００１５】
　本発明は次の狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を更に提供する。該狭額液晶表
示装置のファンアウト区域構造は、透明基板と、該透明基板上に形成される第一金属層と
、該第一金属層上に形成される絶縁層と、該絶縁層上に形成される第二金属層と、該第二
金属層上に形成される保護層とを含む。前記第一金属層と第二金属層は電気接続され、前
記絶縁層には第一金属層を露出させる第一開口が形成され、前記保護層には第二金属層を
露出させる第二開口が形成される。前記第二開口と第一開口が対応するように設けられる
ことにより前記ファンアウト区域に凹部が形成される。
　前記透明基板はガラス基板或いはプラスチック基板である。
　前記第一金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのゲートラインが形成され、前
記第二金属層には前記狭額液晶表示装置の信号ラインのデータラインが形成される。
　前記第二金属層は絶縁層と第一金属層上に形成され、該第二金属層が前記第一開口から
露出して第一金属層と直接接触することにより、第一金属層と第二金属層との間の電気接
続を実現する。
　保護層と第二金属層上に形成される透明導電層を更に含む。
【００１６】
　前記透明導電層は酸化インジウムスズで形成される。
【００１７】
　前記第二金属層には第一開口と対応する第三開口が形成され、前記透明導電層は第二開
口、第三開口及び第一開口によって第一金属層と接触する。
【００１８】
　前記透明導電層に第一乃至第三開口と対応する第四開口が形成されることにより、前記
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凹部の深さをより深くする。
【００１９】
　前記透明基板に第一槽が形成され、前記第一金属層に該第一槽と対応する第二槽が形成
されることにより、前記凹部の深さをより深くする。前記第一槽と第二槽は、第一乃至第
四開口と対応するところの下方に位置する。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の効果は次のとおりである。すなわち、本発明の狭額液晶表示装置のファンアウ
ト区域構造は、少なくとも連続に設けられた第一金属層をそのまま保留し、一つ或いは複
数の凹部によってポリイミドが外部へ流れることを防止する。すなわち、凹部周囲の第一
金属層以外の各層をエッチングしてしまうことにより、段差を形成し、ポリイミドが外部
へ流れることを防止する。これにより、狭額という目的を実現し、液晶表示パネルのきれ
いな見た目を確保し、液晶表示パネルの競争力を向上させることができる。
【００２１】
　本発明の特徴及び技術事項をより詳細に理解してもらうため、以下、本発明の好適な実
施例と図面により本発明を詳細に説明する。添付された図面は、本発明の技術事項を説明
するためのものであるが、本発明を限定するものでない。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　以下、図面により本発明の具体的な実施形態を詳細に説明することにより、本発明の技
術事項と発明の効果を理解しやすく示させる。
【図１】本発明の狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す正面図である。
【図２】本発明の第一実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す構造
図である。
【図３】本発明の第二実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す構造
図である。
【図４】本発明の第三実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す構造
図である。
【図５】本発明の第四実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す構造
図である。
【図６】本発明の第五実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す構造
図である。
【図７】本発明の第六実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を示す構造
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明の技術事項及び発明の効果をより詳細に説明するため、以下本発明の好適な実施
例及び図面により本発明を詳細に説明する。
【００２４】
　図１及び図２を参照する。図１は本発明の狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造を
示す正面図であり、図２は本発明の第一実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区
域構造を示す構造図である。本発明が提供する狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造
は、透明基板２２と、該透明基板２２上に形成される第一金属層２４と、該第一金属層２
４上に形成される絶縁層２６と、該絶縁層２６上に形成される第二金属層２７と、該第二
金属層２７上に形成される保護層２８とを含む。前記第一金属層２４と第二金属層２７は
電気接続され、前記絶縁層２６には第一金属層２４を露出させるための第一開口３１が形
成され、前記保護層２８には第二金属層２７を露出させるための第二開口３２が形成され
ている。前記第一開口３１と第二開口３２が対応するように設けられることにより、前記
ファンアウト区域に凹部１４が形成されている。凹部１４を採用することにより、ポリイ
ミドの外部への流れを防止し、狭額という目的を実現することができる。したがって、液



(6) JP 6235712 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

晶表示パネルのきれいな見た目を確保し、液晶表示パネルの競争力を向上させることがで
きる。
【００２５】
　本実施例において、前記第二金属層２７は絶縁層２６と第一金属層２４上に形成され、
該第二金属層２７が前記第一開口３１から露出して第一金属層２４と直接接触することに
より、第一金属層２４と第二金属層２７との間の電気接続を実現する。
【００２６】
　前記透明基板２２はガラス基板或いはプラスチック基板であり、好ましくはガラス基板
である。
【００２７】
　前記第一金属層２４には前記狭額液晶表示装置の信号ライン１２のゲートラインが形成
され、前記第二金属層２７には前記狭額液晶表示装置の信号ライン１２のデータラインが
形成される。
【００２８】
　図３を参照する。図３は本発明の第二実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区
域構造を示す構造図である。本実施例は、第一実施例に加えて、第二金属層２７の露出部
分を保護する一層の透明導電層２９を含む。該透明導電層２９は保護層２８と第二金属層
２７上に形成される。
【００２９】
　前記透明導電層２９は酸化インジウムスズ積層で形成されることが好ましい。
【００３０】
　図４を参照する。図４は本発明の第三実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区
域構造を示す構造図である。本実施例において、第一実施例の第二金属層２７を改善する
ことにより、ポリイミドの外部への流れを防止するより有効な技術的効果を獲得すること
ができる。すなわち、（本実施例の）第二金属層２７'に第一、第二開口３１、３２と対
応する第三開口３３が形成されることにより、凹部１４の深さをより深くし、ポリイミド
の外部への流れを防止するより有効な技術的効果を獲得することができる。この場合、前
記保護層２８は前記第二金属層２７'と第一金属層２４上に形成され、前記透明導電層２
９は第二開口３２、第三開口３３及び第一開口３１によって第一金属層２４と接触する。
【００３１】
　図５を参照する。図５は本発明の第四実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区
域構造を示す構造図である。本実施例において、第三実施例に基づいて構造を改善するこ
とにより、ポリイミドの外部への流れを防止するより有効な技術的効果を獲得することが
できる。（本実施例の）透明導電層２９'に第一乃至第三開口３１、３２及び３３と対応
する第四開口３４が形成されることにより、凹部１４の深さをより深くし、ポリイミドの
外部への流れを防止するより有効な技術的効果を獲得することができる。
【００３２】
　図６を参照する。図６は本発明の第五実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区
域構造を示す構造図である。本実施例において、第四実施例に基づいて構造を改善するこ
とにより、ポリイミドの外部への流れを防止するより有効な技術的効果を獲得することが
できる。（本実施例の）透明基板２２'に第一槽１６が形成され、第一金属層２４'に第一
槽１６と対応する第二槽１８が形成されることにより、凹部１４の深さをより深くし、ポ
リイミドの外部への流れを防止するより有効な技術的効果を獲得することができる。前記
第一、第二槽１６、１８は、第一乃至第三開口３１、３２及び３３と対応するところの下
方に位置する。
【００３３】
　図７を参照する。図７は本発明の第六実施例に係る狭額液晶表示装置のファンアウト区
域構造を示す構造図である。本実施例と上述した実施例の相違点は、前記第一金属層２４
と第二金属層２７''とが直接接触せず、透明導電層２９''によって第一金属層２４と第二
金属層２７''とが電気接続されることにある。具体的に、前記第二金属層２７''には第一
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開口３１'と対応する第三開口３３''が形成され、前記ファンアウト区域構造は保護層２
８'、第二金属層２７''、絶縁層２６及び第一金属層２４上に形成される透明導電層２９'
'を更に含む。前記第一金属層２４、絶縁層２６、第二金属層２７''及び保護層２８'は透
明基板２２上に順に設けられる。透明導電層２９''が前記保護層２８'上に形成され、か
つ第二開口３２'、第三開口３３'及び第一開口３１'によって第一金属層２４と接触する
ことにより、前記第二金属層２７''と第一金属層２４を電気接続させる。このような狭額
液晶表示装置のファンアウト区域構造において、前記絶縁層２６と第二金属層２７''はフ
ォトエッチングで形成することができる。すなわち、フォトマスクのコストを節約すると
ともに工程を簡素化することができるので、生産コストを下げることができる。
【００３４】
　本発明は、凹部が一個しか形成されていない前記実施例にのみ限定されるものでく、実
際の需要によって凹部を複数設けることができる。
【００３５】
　上述したとおり、本発明の狭額液晶表示装置のファンアウト区域構造は、少なくとも連
続に設けられた第一金属層をそのまま保留し、一つ或いは複数の凹部によってポリイミド
が外部へ流れることを防止する。すなわち、凹部周囲の第一金属層以外の各層をエッチン
グしてしまうことにより、段差を形成し、ポリイミドが外部へ流れることを防止する。こ
れにより、狭額という目的を実現し、液晶表示パネルのきれいな見た目を確保し、液晶表
示パネルの競争力を向上させることができる。
【００３６】
　本技術分野の技術者は、本発明の技術的要旨と技術的範囲を逸脱しない範囲内で色々な
設計上の変更と変形を行うことができる。このような変更と変形があっても本発明の特許
請求の範囲に含まれることは勿論である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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